
❶下地位置に合せ、商品の穴ピッチ：606（303） or 455mmのどちらかに
　取付位置を決め、下穴（木柱:Φ3、軽鉄材:Φ2mm）を4ヵ所、あける。

❸本体を❷のネジに引っ掛けて
　左右、どちらかにずらす。

❹ネジを２ヵ所、固定する。 ❺下の2ヶ所の穴もネジで固定し完成です。

❷下穴の上側２ヶ所の穴にネジを止め、
　４mm程隙間をあけて仮止めする。

455

606（303）297（224.5） 297（72.5）

372.5（72.5） 372.5（72.5）

1200（600）

4m
m

1200（600）

12
5

0～
60

53
～
31
4

39～300

寸法図 同梱部品

取付方法

このたびは、「インテリアハンガー」をご採用いただき、ありがとう
ございます。施工前にこの取付説明書を必ずお読みのうえ、正し
く施工してください。本取付説明書・取扱説明書は必ずお客様に
お渡しください。

KM0630S,P、KM1230S,P　インテリアハンガードライ・ウェーブ
R

取付説明書（施工者様用）

警 告 死亡や重傷の原因となる。 注 意 ケガや器物損傷の原因となる。

●コンロ等の火気の近くに設置しない。

●本体は十分に強度が確保できる場所に確実に取付ける。
●衣類がガスや火災報知センサー等の妨げにならない場
所に設置する。
●躯体側の内部構造を十分把握し、躯体にあったネジで
取付ける。

●室内用の為、浴室や屋外では使用しない。
●避難通路等の人の動きの妨げになる場所に設置しない。
●分解や改造はしない。
●電動工具を使用する場合、必ずトルク調整を行う。
　インパクトドリルの使用は禁止する。

●電動工具のみでの施工はやめてください。
　必ず、ネジ類は締め終わり手前で止めて、最後は、手回し
工具でネジの締り具合を確認しながら、取付けを行って
ください。

注 意

本体×1

本体取付ネジ×4
取扱
説明書
×1

禁止行為拡大損害が予想される事項この取扱説明書には右記のマークを付けています。 必ず行う

※（　）はKM0630S,Pの寸法とします。
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使用方法

〒577-0013
大阪府東大阪市長田中2丁目2番30号　長田エミネンスビル2F
TEL（06）7711-3080
https://www.takaranet.co.jp

警 告 死亡や重傷の原因となる。 注 意 ケガや器物損傷の原因となる。

このたびは、「インテリアハンガー」をお買い上げいただき、ありがと
うございます。この取扱説明書をよくお読みいただき、安全にご利
用ください。お読みになった後は、大切に保管してください。

●衣類掛け、室内物干し以外の用途で使用しない。
●衣類に火気や暖房器具を近づけない。
●目安荷重 ８kg を超えた総重量の衣類を掛けない。

●小さな子供がぶつかったり、ぶら下がったりしないよう
に注意する。
●竿を使用するときは衣類等を均等に吊り下げる。

●窓際で使用している場合は、強風時には使用しない。
●分解・改造をしない。

●過度な衝撃を与えないでください。
●本体の収納時には指のはさまりに注意する。
●本商品を使用中に、ぐらつきが生じた場合は使用を
中止する。

取扱説明書（お客様用）
KM0630S,P、KM1230S,P　インテリアハンガー

目安重量 ： 8kg

●本商品を掃除する際、シンナー、ベンジン又はアルコール及び有
機溶剤を含むガラスクリーナー等は使用しない。

●台座にぐらつきがないか、定期的に点検し、異常があった場合は
使用を中止する。

お手入れ方法

基本仕様

衣類を掛ける際の注意

●本体は水で濡らして固く絞ったやわらかい布等で汚れを拭きとる。
　又、しつこい汚れは、中性洗剤を含ませた布で拭いた後、水で濡らして
固く絞った布等で拭きとる。

●本体は穴等に異物が挟まったり、ホコリ等がたまっていたりする場合は
取除く。

●KM1230Pは銅や真鍮を人為的に
腐食させ、発色しています。

　手で触れたり、使用環境により色が
変わります。

商 品 名：インテリアハンガー
型　　番：KM0630S、KM0630P、KM1230S、KM1230P
用　　途：室内の壁付衣類掛け
材　　質：アルミ、スチール、ステンレス、ASA、PA6、他
目安荷重：8 kg
商品重量：KM630：2.8kg、KM1230：4.5kg
原 産 国：日本

●本体を使用する方法
本体の中央下部を押し、カチッとなったら手を離し本体を手前に引き
出し、使用します。

●竿を使用する方法
本体の下部に竿が収納されていますので、両手で下側に左右均等に
引き出し、使用します。

●本体を収納する方法
本体の中央下部をカチッとなるまで手で押し、収納します。

●竿を収納する方法
竿を左右均等に持ち上げ、カチッとなるまで押し上げ、収納します。

禁止行為拡大損害が予想される事項この取扱説明書には右記のマークを付けています。 必ず行う

●目安荷重８kgを超えた総重量の衣類は掛けないでください。
●衣類は竿の片側だけに掛けず、均等に掛けてください。

●竿の片側だけを上げ下げすると片寄るので、左右均等に
上げ下げしてください。注 意
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